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Abstract： The carrageenophyte KampaPhycus alvare2ii （Doty） Doty from the Philippines was cultivated in the

subtropical waters ef Shikoku ls． ， Southern Japan （the warm water season extends from May to November）． The

cultivation method employed fronds iixed to floating ropes in the sea． Daily growth rates increased to 4－890 in

water temperatures of 25－27eC． The initial material increased in mass by about ten times after one month under

good cu王tivation conditions． Du血g the period of cold waters，丘om December to Apri1， the material was cultured

in a outdoor tank flowing seawater which was regulated at 220C． Daily growth rates ranged from O．4－2．2990

under these conditiolls and the血tial weight of materials doubled over a two month period．
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緒  言

 熱帯性の紅藻類であるKaPPaPhycus alvαreziiは，フィリピンやインドネシア，タンザニアなど

の熱帯海域のサンゴ礁湖やラグーンで大規模に養殖されている． この仲間を原料にして，プリ

ン，ジュース，ベッドフード，化粧品などの乳化安定剤，増粘安定剤，粘結剤として広く使わ

れている粘質多糖類，カラギナンが抽出される．最近，K． alvareziiは皮膚の活性を促進したり

種々の生理活性を示すレクチンを多く含むことが明らかにされた（Kawakubo et・al．，1999）． K．

alvare2iiの葉体からレクチンの抽出は，新鮮な藻体をアルコール処理し，高度な技術で行なわ

れるために，日本で新鮮な材料を確保する必要がある．そのために，暖海域である土佐湾で，

数100kgの生産を行なう養殖技術を確立することを試みたので報告する．

材料と方法

 養殖に用いられた材料は，フィリピンのボホール海域で養殖されていたK．alvareziiを採取し．

高知大学海洋生物教育研究センターの施設で4年間培養を続けてきたものを用いた．
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Fig． 1． Cuitivation of Ka2PaPhycus alvarezzz （Doty） Doty

   A lmtial matenal selected for cultrvatson m the sea

   B Floattng rope cultivation of KatipaPhycus alvareztz m the sea

   C’ Harvestmg fronds after the cultivatson penod

   D Tank culture m the cold water season

海面ロープ養殖：表層水温が21℃になった5月下旬より，温度調節された屋外水槽で培養され

てきた試料は，高知県，浦の内湾の海上施設でロープ養殖を開始した．培養開始時には，図1A

に示すように10～20cm（10－30 g）に切断した葉体を合成樹脂シートで結び，それらを約20 cm

間隔にロープに結びつけた． 養殖ロープは，海面下30 一 50 cmに張った（Flg IB， C）が，降

雨が続き低塩分になった時には，ロープを水深1～2mに沈めた．測定用の試料は約10gに裁

断した藻体を40個体マークして，同じようにロープに結びつけて個体別に継続して測定を行な

った．水温．と塩分は藻体の重量の測定時に観測した．

冬期水槽培養：KalvareZiZの藻体は，水温が20℃以下では，成長が止まり，17℃以下では死滅

してゆくことが報告されているので（Ohno，1994）， 海面養殖を行なっていた試料を12，月より

屋外水槽に移した．水槽培養は，一つの水槽に30個体ほど入れたが，成長の測定は，10～40g

の試料を10本を選定して，生重量の測定を1週間ごとに行なった（Flg．1D）．

 培養に用いた水槽（02×0．7×1．Om）は，側面が透明なアクリル板である（Fi9．1D）．水槽

は屋根がある屋外で西日が当たる方向で直射日光が当たらないところに設置された．水槽内に

塩化ビニルパイプでアングルを組み立てた．それぞれのアングルにステンレスのフノクをつけた．

フノクには合成樹脂シートで藻体を結んだものを吊り下げた．水槽には海水が適度に庄入され，

水温は6本のヒーターを用いて22℃に保たれた．
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結果と考察

海面ロープ養殖：5月30日に海面にロープで吊された藻体は，多くの芽が出てきて伸長し，7

月4日までの日間成長率は8．02±1．56％を示した（Fig．2）．フィリピンのK． alvarezii養殖場の

養殖藻体の平均日間成長率は3～4％と報告されている（Trono＆Ohno，1989）ので，この期

問の浦の内湾の養殖藻体の日問成長率は極めて高い値であった．6月から7月上旬までは水温

は24～26℃であり，塩分は28－29Psuであった（Fig。3）．
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Fig． 2． Changes in daily gtrowth rates （90） of Ka2PaPhycas alvarezii cultivated by the fioating

   rope method for different periods．
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Fig． 3． Seasonal changes in water temperature and salinity at the site of cultivation．
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 7，月中旬には，日間成長率は3～4％に下がり，8．月3日に測定された日間成長率は1．28±

1，15％に減少した．この期間は水温が上昇したが，曇りや雨の日が多く塩分が低く推移し，ゴ

カイやフジツボなどの付着動物の繁殖が著しく動物が藻体を被っていた．

 この種は熱帯海藻であるが，水温が28～30℃の高温時には予想外に生長が低下したことに興

味が持たれた．Ohno・et・al（1994）はK． alvare2iiの藻体を屋外コンクリート水槽（常時流水）で

培養し，生長に最適な水温を調べたところ，25～28。Cであり，夏季より秋季に高い日間成長率

を示した．また，カラギナン抽出原藻であり，フィリピンで養殖されているKatiPaPhycus

striatumとEucheuma denticulatumについても室内培養実験で同じような最適水温範囲を示した

（Mairh et． al．，1986， Grevo＆Ohno，1997）．これらの結果は，フィリピンで養殖されているカラ

ギナン抽出原藻は，29・一一・30℃の高温よりも26～28℃の水温の方が日間成長率が高いことで一致

していた．浦の内湾では，夏期に水温が29～31℃になる時期は，赤潮生物が発生して濁り水質

は悪化した．このような時には，K． alvareziiの藻体の生育は極めて悪くなったので，水温以外

の要因もK．alvare2iiの生長に影響を与えていると推察された。特に，降水量が非常に多くなっ

た時には，ロープを深く沈めるなどの作業をしたが，この時期は成長はほとんど止まった．養

殖作業としては，1か月に1回，大きくなった三体を10～30gに分割して，それらの藻体を新

たにロープに結び海面下に吊した（Fig lc）．養殖開始時からの個体別に継続して測定された今

体の中から3個体の増重量をFig．4に示す．養殖開一時に生重量10 gであった3個の藻体は，

ほぼ同じ生長曲線を示し，約2カ月後に，225～314gになった．フィリピンのKalvarezii rs殖

場では，腔内は月に10倍くらいに生長すると言われており（私信），今回の藻体増重量の結果は，

フィリピンの養殖誓願と似た増重量であった．

 水温が28℃から250Cに低下し塩分も30 PSUに近い値であった9～10，月は，日間成長率は2

～5％であり6～7月ほど高くならなかった。水質環境は回復しても成長率が高くならなかっ

たのは，日射量が初夏より少ないことが成長に影響を与えていたと推察された．

 葉体は水温が20℃になる11月中旬まで，日待成長率は2～3％を示したが，20℃以下になる

と伸長が止まり，網間成長率は急激に低下した．11月8日に水温が17．6℃に低下したので，海
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Fig．4． Growth rate of three fronds of Kampaψhycus alvarezii cultivated in the sea from May to

   August．
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Fig。5． Changes 血da且y growth rates （％）of 1ぐ吻）al）hycus alvarezii cultivated血the outdoor

   tank for dfierent periods．
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Fig．6． Growth rate of three fronds of．KapPaPhycusαlvαrezii cultivated in the outdoor tank

   frorn December to Febnlary．

面養殖は終了し，次年度の種苗は陸上水槽培養に移した．

 このような海面養殖方法で，養殖開始時に約10kgの三体は，7．月中旬には約100 kgほどになり

その後は，採取された三体は先端部分の藻体を再び養殖に使い，残りの三体を抽出するという

作業をして，シーズン中，約500kg（生重量）を得ることができた．

冬期水槽培養：12月より22℃に保たれた野外水槽で培養した葉体は，2月上旬までの日問成長

率は，徐々に減少する傾向があったが，o．32～1．74％であった（Fig．5）．個体別の生長速度は，

培養開始時に349であった個体は，2月9日にほぼ2倍の699になった（Fig．6）．3月下旬より

培養を開始した葉体の日間成長率は，O．43～2．29％を示し，多くの測定では1．5一一・2．0・9・を示した

春の期間の水槽培養の結果は，冬の期間より高い値を示したが，これは日射量の影響と推察さ

れた．このような水槽培養で，12月から5月までの種苗保存期間中に，3～4倍の葉体に成長

することがわかった．
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 熱帯性海藻K．alvarezii養殖は，他の海藻養殖のように有性生殖を人為的にコントロールして

大量に胞子を得て，発芽した種苗を養殖するという方法でなく，不稔化した葉体を裁断してそ

れをふやしてゆくクローン養殖である．日本で安定したK．alvarezii養殖を行なうためには，冬

期の水槽培養の管理の簡略化と海面養殖で日問成長率を高く維持する方法を検討する必要があ

ろう．
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